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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第83期

第３四半期
連結累計期間

第84期
第３四半期
連結累計期間

第83期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 2,573,103 2,873,137 3,409,789

経常利益 (千円) 236,401 253,212 300,580

四半期(当期)純利益 (千円) 216,315 177,475 154,345

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 286,548 289,200 319,804

純資産額 (千円) 4,041,013 4,271,327 3,975,730

総資産額 (千円) 5,171,793 5,773,005 5,280,631

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 21.25 18.07 15.20

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 21.09 17.69 15.03

自己資本比率 (％) 77.4 73.3 74.5
 

　

回次
第83期

第３四半期
連結会計期間

第84期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 4.19 10.41
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第83期及び第84期第３四半期連結累計期間の「１株当たり四半期(当期)純利益金額」及び「潜在株式調整後

１株当たり四半期(当期)純利益金額」の算定に用いられた普通株式の期中平均株式数は、信託口が所有する

当社株式376,900株を控除しております。

　

２ 【事業の内容】

　

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４ 経理

の状況 1 四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等） セグメント情報」の「３ 報告セグメ

ントの変更等に関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので
あります。

　

(1) 業績の状況

　
　
当第３四半期連結累計期間における事業環境は、政府の金融対策の効果による円安と個人消費の持ち

直し傾向などにより、緩やかな回復基調となりました。しかしながら、欧州経済の低迷や中国・インド
等の新興国における経済成長の鈍化に加えて、国内では消費税増税を控えており、駆け込み需要が見込
まれるものの引き続き不透明な状況が続いております。

　
当社グループでは、前期に引き続き経営基本方針である「業界をリードする製品事業の拡充」「受託

事業強化」「早い変化に対応できる経営基盤の整備」のもと、当社グループの強みであり基盤でもある
研磨・塗布技術に更なる磨きをかけ、顧客ニーズに合った製品開発、サービスの提供を目指しておりま
す。

 「業界をリードする製品事業の拡充」では、光ファイバー関連市場向け研磨フィルムの売上が堅調に

推移しており、半導体関連市場向けでは研磨装置の売上がありました。

 「受託事業強化」では、受託案件の継続受注に加え、新規引き合いの増加等により堅調に推移してお

ります。
この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は28億73百万円（前年同期比11.7%増）となり

ました。

　
損益面においては、人件費や本社移転費用等の販売費及び一般管理費が増加した結果、営業利益は２

億５百万円（前年同期比11.7%減）となりました。
経常利益は、営業外収益として米ドルに対する円安の進行に伴う為替差益73百万円が発生し、一方で

営業外費用として社債発行費24百万円を計上した結果、経常利益は２億53百万円（前年同期比7.1%増）
となりました。
更に特別利益として旧昭島本社跡地の売却に伴う固定資産売却益１億22百万円、特別損失として社員

寮の撤去等に伴う固定資産除却損１億12百万円、新基幹システム導入に伴う現行基幹システムの減損損
失25百万円を計上した結果、四半期純利益は１億77百万円（前年同期比18.0%減）となりました。
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セグメント別の業績は次のとおりであります。

　

・製品事業

 製品事業の売上高は、24億15百万円（前年同期比12.9%増）となりました。光ファイバー関連市場

等での研磨フィルム、半導体関連市場での研磨装置の売上が増加しました。
 その結果、セグメント利益は２億92百万円（前年同期比22.3%増）となりました。

　

・受託事業

 受託事業の売上高は、４億57百万円（前年同期比5.4%増）となりました。受託案件の継続受注に加

え、新規引き合いの増加等がありましたが、収益面ではセグメント損失は87百万円（前年同期は６百
万円のセグメント損失）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

　
(総資産)

当第３四半期連結会計期間末の総資産は57億73百万円となり、前連結会計年度末に比べて4億92百万
円増加いたしました。主な内容は、現金及び預金の増加３億76百万円、受取手形及び売掛金の増加２億
85百万円、有形固定資産の減少１億69百万円等であります。

　

(負債)

負債の部は15億１百万円となり、前連結会計年度末に比べて１億96百万円増加いたしました。主な内
容は、買掛金の増加１億円、社債の増加５億37百万円、借入金の減少４億76百万円等であります。
　

(純資産)

純資産の部は42億71百万円となり、前連結会計年度末に比べて２億95百万円増加いたしました。主な
内容は、四半期純利益１億77百万円、為替換算調整勘定の増加１億11百万円等であります。
　
この結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は、73.3％となりました。

　

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生
じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は10百万円であります。
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(5) 主要な設備

① 前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設、売却等について、当第３四半期連結累

計期間に完了したものは、次のとおりであります。
　

a 新設

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの名称 設備の内容
投資総額
(千円)

完了年月

提出会社
山梨工場

(山梨県北杜市)
製品・受託 研究開発設備 243,904 平成25年10月

 

　
b 売却

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの名称 設備の内容
前連結会計年度末
帳簿価格(千円)

売却日

提出会社
旧本社

(東京都昭島市)
全社(共通) 旧本社跡地 315,342 平成25年12月13日

 

　
② 当第３四半期連結累計期間において、新たに確定した主要な設備の新設、拡充、改修等の計画は、次

のとおりであります。

　

会社名
事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の内容
投資予定額
(千円)

資金調達方法 着手年月
完了予定
年月

提出会社
立川本社

(東京都立川市)
全社(共通) 社内基幹システム 163,000 借入金

平成26年
１月

平成26年
10月
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 42,780,000

計 42,780,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年２月５日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,696,320 10,696,320
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

(注 1 , 注 2)

計 10,696,320 10,696,320 ― ―
 

(注) １ 完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

２ 単元株式数は100株であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年12月31日 ― 10,696,320 ― 1,998,700 ― 499,675
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ―
 

―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ―
 

―

議決権制限株式(その他) ─
 

―
 

―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式  491,900

―
 

―

完全議決権株式(その他) 普通株式10,151,000 101,510
 

―

単元未満株式 普通株式   53,420 ―
 

―

発行済株式総数     10,696,320 ― ―

総株主の議決権 ― 101,510 ―
 

(注)１ 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成25年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

   ２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式８株が含まれております。

   ３ 「完全議決権株式(その他)」欄には、「株式給付信託(J-ESOP)」制度の信託財産として資産管理サービス信

託銀行株式会社が保有している当社株式376,900株(議決権の数3,769個)を含めて表示しております。

　

② 【自己株式等】

  平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
Mipox株式会社

東京都立川市曙町
二丁目34番７号
ファーレイーストビル６階

491,900 ─ 491,900 4.60

計 ― 491,900 ─ 491,900 4.60
 

(注) 上記のほか、株主名簿上は資産管理サービス信託銀行株式会社(信託口)名義となっておりますが、実質的には

当社が保有している株式が376,900株(議決権の数3,769個)あります。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　

退任役員

　

役名 職名 氏名 退任年月日

社外監査役 ― 中園 宗義 平成25年６月30日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、アーク監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,341,964 1,717,976

受取手形及び売掛金
※ 810,947 ※ 1,096,787

商品及び製品 229,522 242,572

仕掛品 380,382 355,499

原材料及び貯蔵品 123,167 109,347

繰延税金資産 22,000 19,908

その他 44,677 68,300

貸倒引当金 △2,276 △1,531

流動資産合計 2,950,387 3,608,860

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,565,808 3,742,555

機械装置及び運搬具 1,244,327 1,482,201

土地 515,267 199,924

その他 493,293 418,821

減価償却累計額 △4,573,579 △3,768,100

有形固定資産合計 2,245,116 2,075,401

無形固定資産 36,539 28,580

投資その他の資産

繰延税金資産 112 103

その他 55,119 66,880

貸倒引当金 △6,644 △6,819

投資その他の資産合計 48,587 60,164

固定資産合計 2,330,244 2,164,145

資産合計 5,280,631 5,773,005
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 147,632 247,731

短期借入金 290,000 －

1年内償還予定の社債 － 68,200

1年内返済予定の長期借入金 133,347 82,624

未払法人税等 35,213 16,728

賞与引当金 55,003 29,990

その他 145,531 198,387

流動負債合計 806,728 643,662

固定負債

社債 － 469,300

長期借入金 304,503 169,125

退職給付引当金 118,370 120,552

株式給付引当金 － 16,636

繰延税金負債 2,543 1,671

その他 72,754 80,728

固定負債合計 498,172 858,015

負債合計 1,304,900 1,501,678

純資産の部

株主資本

資本金 1,998,700 1,998,700

資本剰余金 2,948,262 1,869,426

利益剰余金 △565,183 676,788

自己株式 △574,239 △554,704

株主資本合計 3,807,540 3,990,209

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 128,682 240,406

その他の包括利益累計額合計 128,682 240,406

新株予約権 39,508 40,711

純資産合計 3,975,730 4,271,327

負債純資産合計 5,280,631 5,773,005
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(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 2,573,103 2,873,137

売上原価 1,482,530 1,698,898

売上総利益 1,090,572 1,174,238

販売費及び一般管理費 857,594 968,519

営業利益 232,978 205,718

営業外収益

受取利息 1,274 892

受取賃貸料 17,676 15,167

為替差益 6,180 73,505

その他 3,958 7,750

営業外収益合計 29,089 97,316

営業外費用

支払利息 19,008 17,863

社債発行費 － 24,187

その他 6,657 7,771

営業外費用合計 25,666 49,822

経常利益 236,401 253,212

特別利益

固定資産売却益 39,460 126,364

新株予約権戻入益 159 799

特別利益合計 39,620 127,163

特別損失

固定資産除却損 2,867 112,735

減損損失 － 25,766

会員権売却損 850 －

事務所移転費用 － 2,347

リース解約損 － 5,200

特別損失合計 3,717 146,049

税金等調整前四半期純利益 272,304 234,326

法人税、住民税及び事業税 56,000 52,565

法人税等調整額 △11 4,285

法人税等合計 55,989 56,850

少数株主損益調整前四半期純利益 216,315 177,475

四半期純利益 216,315 177,475

少数株主損益調整前四半期純利益 216,315 177,475

その他の包括利益

為替換算調整勘定 70,232 111,724

その他の包括利益合計 70,232 111,724

四半期包括利益 286,548 289,200

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 286,548 289,200

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

 
受取手形

 
7,284千円

 
12,565千円

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとお

りであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年12月31日)

 
減価償却費

 
138,720千円

 
      157,184千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

　

該当事項はありません。

　
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　

当社は、平成25年６月27日開催の第83期定時株主総会決議に基づき、同日付で下記のとおり、剰余金

の処分を行っております。

(剰余金の処分に関する事項)

① 減少する剰余金の項目およびその額

その他資本剰余金   1,064,065千円

別途積立金         2,382,092千円

② 増加する剰余金の項目およびその額

繰越利益剰余金     3,446,158千円

この結果、当第３四半期連結累計期間において、資本剰余金が1,064,065千円減少し、利益剰余金が同

額増加しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成 24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント 四半期連結

損益及び包括利
益計算書計上額製品事業 受託事業 合計

売上高
    

 外部顧客への売上高 2,138,627 434,475 2,573,103 2,573,103

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

― ― ― ―

計 2,138,627 434,475 2,573,103 2,573,103

セグメント利益又は損失(△) 239,583 △6,605 232,978 232,978
 

(注) セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致

しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成 25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント 四半期連結

損益及び包括利
益計算書計上額製品事業 受託事業 合計

売上高
    

 外部顧客への売上高 2,415,314 457,823 2,873,137 2,873,137

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

― ― ― ―

計 2,415,314 457,823 2,873,137 2,873,137

セグメント利益又は損失(△) 292,952 △87,234 205,718 205,718
 

(注) セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致

しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

当社は減損損失を報告セグメントに配分しておりません。なお、当社は当期に25,766千円の減損損失

を計上しております。

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

前第３四半期連結累計期間において、「日本」、「マレーシア」及び「中国」に区分していた報告セ

グメントについては、「製品事業」とともに「受託事業」のコアとしての事業の位置づけを明確にし、

事業環境の変化に機動的且つ柔軟に対応していくことを目的として、第１四半期連結会計期間より「製

品事業」及び「受託事業」に報告セグメントの区分を変更しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成してお

り、前第３四半期連結累計期間の「報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情

報」に記載しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額  21円25銭 18円07銭

    (算定上の基礎)    

   四半期純利益金額 （千円） 216,315 177,475

   普通株主に帰属しない金額 （千円） ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額 （千円） 216,315 177,475

    普通株式の期中平均株式数(株)  10,181,274 9,822,678

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 21円09銭 17円69銭

  （算定上の基礎）    

   四半期純利益調整額 （千円） ― ―

 普通株式増加数(株)  76,620 209,330

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定に用いられた普通株式の期

中平均株式数は、信託口が所有する当社株式376,900株を控除しております。

　

(重要な後発事象)

　

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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アーク監査法人

指定社員
業務執行社員

 公認会計士   上   田   正   樹   印

指定社員
業務執行社員

 公認会計士   島   田   剛   維   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月４日

Mipox株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

Mipox株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
（平成25年10月１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成
25年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包
括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、Mipox株式会社及び連結子会社の平成25年
12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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